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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 5800 /I lOCa 


ソフトウェア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアについて説明します。 


添付の CD - ROM について （1 日4ぺージ） 

本体に添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM に収められているソフトウェア 
について紹介します。 

EXPRESSBUILDER (1 日日ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 

ExpressPicnic (1 目2ぺージ） 

シームレスセットアップ用パラメータディスク（セットアップパラメータ FD) 
を作ぶするツール 「ExpressPicnic」 じついて説明します。 

本体用バンドルソフトウェア （171 ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウェアについて説明します。 

管理 PC 用バンドルソフトウェア （18 目ページ） 

本体を監視-管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アじついて説明します。 



ONL-4143ah^110Ca-000-03-0509 
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添がの CD - ROM にごいて 

添付の EXPRESSBULDER ® CD - ROM には、本装置を容易にセットアップするためのユー 
テイリテイやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用す 
ることにより、本装置の機能をより多く引き化すことができます。 


W -0 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM は、本装置の設定び完了した後でも、 0 S 
の再インス I ルや BIOS のアップデートなどで使用ずる機会びあります。紛 
失しないように大切に保存しておいてください。 


EXPRESSBUILDER (1 已 5 ページ ) 


> Web-based Promise Array Manager (174 ぺージ） 

> Adaptec Storage Manager (17 已ぺージ） 


• ESMPRO/ServerAgent (171 ぺージ） 

• エクスプレス通報サービス （ 176 ぺージ） 

• システム診断ユーティリティ （ 192 ぺージ） 
• 保守ツールに 18 ぺージ） 




• EXPRESSBUILDER* (1 己已ぺ一、ジ） 

• Express 円 cnic (162 ぺージ） 


システム管理ユーテイリテイ 


ESMPRO/ServerManager 
(186 ぺージ） 


Adatec Storage Manager (1 75 ぺージ） 

コンソールレスで操作する場合。 COM ポートち使用可能。 




• ビルド.トウ.才ーダーで購入した装置のハードディスクドライブには 
電源管理をする次のユーティリティがインストールされている場合があ 
ります。それぞれのぺージを参照してセットアップをしてください（こ 
れらのユーテイリテイは EXPRESSBUILDER の中には含まれていませ 

ん ） 。 


ESMPRO/UPSController Ver . 2.1(179 ぺージ参照） 

Pow が Chute plus Ver . 5.11 J /5.2 J (183 ぺージ参照） 

• ディスクアレイの設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップ 

に搭載されています。これらのユーティリティの操作方法については、 
ボードに添付の説明書を参照してください。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続されたハードウてアを自動橫化して 
処理を進めるセットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESS 目 UILDER から OS をインス 
I -ールする際には、インストール対象の八ードディスクドライブ（またはディスクアレイの論 
理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップしてください。 


EXPRESSBUILDER 

Now Loading. 


起動メニユーにごいて 


EXPRESS 目 UILDER には2つの起動方まがあります。起動方まによつて表示されるメニユーや 
項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD - ROM か！5起動する 


EXPRESS 目 UILDER を本体の CD - ROM ドライフ、、(こセツトして、 EXPRESS 目 UILDER 内の 
システムから起動する方まです。この方までシステムを起動すると下に示す 
「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセットアップします。 


EXPRESSBUILDER 

I 

國 

「シームレスセットアッカは、 RAID の設定から、 

の各種ユーティリティのインストールまでを 
切れ目なく （シームレスで）セットアッブできる 
ガまです。 

面 


いードディスクを購入時の化態と異なる J くーティ 

I 

函 

シヨンネ誠で使用する場合やのを再インストール 
する場合は、シームレスたットアッブを使用して 
ください。匪なセットアップをこの機能が代 

田 

I 

SBQ ] 

図 

わって行しぶす。 

1 

1 

[ 

かの 1 

傾 
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W"0 • 本装置 ly がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されてい 
■to た装置 ly がの Express 己800シリーズで起動しないでください。故障の 

原因となります。 

• メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあ5かじめインス 
トールされている 0S を消去しまず。 0S もインストールし直す必要びあ 
りまず。 


EXPRESS 目 UILDER トツプメニューにつし^てはこの後の 「 EXPRESSBULDER トツプメ 
ニュー」を参照してください。 

• Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows(Windows 95 W 降、または Windows NT 4.0 W 峰)が起動した後、 CD-ROM ドラ 
イブに EXPRESS 巨 ULDER をセツトするとメニューが表示されます。表示されたメ 
ニューダイア□グボックスは「マスターコント□ールメニュー」と呼びます。 

マスターコント□ールメニューについてはこの後の r マスターコント□ールメニュー」を 
参照してください。 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


/、ソフトウェアの 
W セツトアク 


，、パ 


〇わ 


Copyright NEC CorporoHon 


NEC 
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EXPRESS 巳 UILDER トツ 



EXPRESSBUILDER トップメニユーは八ードウエアおよび 0 S (オペレーティングシステム) 
のセツトアップとインストールをするときに使用します。 


，■〇 BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM か5起動しない場合びありまず。 
EXPRESSBUILDER を起動できない場合は、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動して似下のとおりに設定してください。 

- 「 Boot 」 メニューで 「 CD-ROM Drive 」 を1番上に、 

「Removable Devices 」 を2番目に設定。 


起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 

2. 本体の CD-ROM ドライブへ EXPRESSBUILDER」CD-ROM をセットする。 

3. CD-ROM をセットしたら、リセットする（く Ctrl> + く Alt> + cDelete> キーを押 
す）か、電源を日 FF/ 日 N して本体を再起動する。 

CD-ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 
EXPRESS 目 UILDER が起動すると、下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現れま 


シームレスセットアップ 

セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく 
(シームレスに）セットアップを行います。 0 S の再インス 
トールを行う場合、こちらのセットアップ方式を選択して 
ください。 


舶 


、ソール 


EXPRESSBUILDER 


「シームレスセットアッブ」は、 RAID の設走から、 
巧名種ユーティリティのインストールまでを 
切れ目なく （シームレスで）セットアツブできる 
ガまです。 


シヨ：4新な r 使用する場合や 0 S 
する場合は、シームレス t ツト 
くださし、。胃むたジトアツブ 
わって斤います。 


るし巧*ホ'> ノづ 

でを再インストール 
トアッブを使用して 
ブをこの機1执が： 


EXPRESS 目 UILDER に収められている各種ユーティリティ 
を個別に起動し、オペレータによるセットアップを行いま 
す。また、インストール済み 0 S に影響を与えることなく 
セットアップを行うことができます。 


21 


ヘルプ 




終了 


EXPRESSBUILDER について説明しまず。セ、ソトアップを実 EXPRESSBUILDER の終了画面が表示さ 

行する前に一通り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をから 
0 S (Windows Server 2003). 各種ユーティリティのインストールまでを添付の 
rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクドライブのパーティション設をで使用する場合や OS を 
再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの 
機能が代わって行います。 

「シームレスセットアップ」を選択すると、 OS のインストールを開始します。 


wO セットアップを開始した5、完了ずるまで本体の電源を OFR こしないでくださ 
しまた、指示びあるまでセットアップパラメータ FD を取り出さないでくだ 
さい。 


ツールメニュ ー 

ツールメニューは、 EXPRESS 目 UILDER に収められているを種ユーティリティを個別で起動 
し、オペレータが手動でセットアップを行います。「シームレスセットアップ」では自動設定 
できない設定や、より詳細に設定したい場合などに使用してください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設をを行う場合も、 
ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


ツー ルメニ 


RAID 情報のセーブ/リストア 


システム情報の管理 
システム診断 
サボートディスクの作成 
保守用 A °— テイシヨンの設定 
各種 BI 0 S / FW のアップデート 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 


テ''ィスクアレイ r - ド：なし 
ヴ - A '’? トシ'’父/トホ'’-ド：なし 
システム]:/フイゲレ-シヨン：なし 


• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存(セー 
ブ)、または、フ□、ソピーディスクから復元(リストア)することができます。 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコント□ー ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに 
保存します。フォーマツト済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 RAID の 
設をや変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセー 
ブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを 
用意して<ださい。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコ 
ンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグ 
レーション情報をリストアしてください。 
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wO この機能をサポートしていないディスクアレイコント□ーラもあります。その 
場合、このメニューは表示されません。 


^ この機能は保守用です。保守]: i かの目的で操作しないで<ださい。誤った操作 

| fH 51 を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• システム情報の管理 

装置固有の情報や設をのバックアップ（退避）をします。バックアップをしておか 
ないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設をを復旧できな<なります。 



システム情報のバックアップの方まについては、43ぺージで説明しています。 
なお、リストア（復旧）は操作を熟知した保ず員必外は行わないでくださし、。 


• システム診断 

本体上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を橫査 
します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステムチェック用プ□グラムが起 
動します。192ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 

• サポートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、 EXPRESS 目 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された夕 
イトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き a んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 Standard Edition をインストールするときに必要となるサ 
ポートディスクを作ぶします （ r シームレスセットアップ」でインストールする場合 
は必要ありません)。 

- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 


R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


• 保守用ノ ーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と 「 FD に K 
の起動」外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、9ペー 
ジを参照してください。 


W -0 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、リセットした 
置3 り、電源を OFF にしたりしないでください。 
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- 保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスクドライブ上に領域を確保し、続けてを種ユーティ 
リティのインストールを行います。すでに保守用パーティションが確保されている 
場合は、を種ユーティリティのインストールを行うことができます。 

- 各種ユーティリティのインストール 

システム診断ユーテイリテイを CD-ROM から保守用パーテイシヨンへインストー 
ルします。 


- 各種ユーティリティの更新 

システム診断ユーティリティをフ□、ソピーディスクから保守用パーティシヨンへコ 
ピーします。を種ユーティリティがフ□、ソピーディスクでリリースされたときに実 
行してください。それじ(外では、本項目は使用しないでください。 

- FD に K の起動 

R 0 M - D 0 S システムの FD に K コマンドを起動します。パーティシヨンの作成/削除な 
どができます。 

• 各種 BI 0 S / FW のアップデート 

8番街で配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BI 0 S/FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種 BI 0 S / FW の 
アップデートモジュール」じついては、次のホームページに詳しい説明があります。 

『8番 街』： http :// nec 8. com / 

を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種巨 I 0 S / FW のアップデート 
モジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した上 
で、記載内容に従ってアップデートを行ってください。 

「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むことができます。 


wO BIOS / FW のアツプデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなく 
なりまず。 


• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESS 目 UILDER トップメニューを表示します。 
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マスターコントロールメニ 


Windows(Windows 95 JU 降、または Windows NT 4.0 JU 斷が動作しているコンピュータ上で 
添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセツトすると、「マスターコント□-ルメニュー」 
が自動的に起動します。 


〇ォンラィンドキュ；》ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


O ソフトウェアの 
W セットアップ 


〇わ 


Copyright NEC Corporation 


NEC 




システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場 
合は、 CD-ROM 上の々のファイルをエクスプローラ等から実行してくださし、。 

CD-ROM のドライブレター: ¥ MC ¥1 ST.EXE 


マスターコント□ールメニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアの 
インストールやオンラインド羊ュメントを参照することができます。 



オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります。 Adobe Reader が 
インストールされていないときは、 Adobe システムズなのインターネットサイ 
卜より Adobe Reader をインストールしてください。 


マスター コント□ールメニューの操作は、ウィンドウじ表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリ、ソクして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一 
部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム-権限で実行できないとき、グレイア 
ウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行して<ださい。 


两-〇 CD - ROM をドライブか5取り出す前に、マスターコント□—ルメニューおよ 
びメニューか5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させて 
おいて < ださい。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESS 目 UILDER のシームレスセットアップで使用する「セット 
アップパラメータ FD 」 を作成するツールです。 

EXPRESS 目 UILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセット 
アップをすると、いくつかの確認のための羊一入力を除き 0 S のインストールからを種ユー 
ティリティのインストールまでのセットアップを自動で行えます。また、再インス I -ールのと 
きに前回と同じ設をでインストールすることができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作 
成して、 EXPRESS 巨 UILDER からセツトアップすることをお勧めします。 


— Microsoft Windows Server 2003 x 目4 Editions 用の「セットアップパラ 
メータ FD 」 は作成でさません。 



「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows Server 2003をインストー 
ルすることはできます。 また、「セットアップパラメータ FD 」 は、 
EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中で修正.作成することもで 
きます。 


セットアップパラメータ FD の作ぶ 


0 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。 W 下の手順に従ってください。 



ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ. PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作 
します。 


1 . 日 S を起動する。 

2. 添付の 「EXPRESS 巨 UILDER」CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットする。 
マスターコント □ ールメニューが表示されます。 

3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックする。 




国 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Men 。 


> ソフトウェアの 
セットアップ 


O 




CopyrtgN NEC CocpocoNon 


NEC 
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4. [ExpressPicnic] をクリックする。 

ExpressPicnic ウィンドウが表示されます。 

日.[ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 



6. 各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設をするダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



7. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

セットアップ情報の設定が完了すると、[ファイル指定]ダイア□グボックスが表示 
されます。 
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を本巧扭 


巧まマシン "巧，なな 巧 iTiW——— ▼] 

ィンストールバス [Windows 
口 Service Pack の通用 

-> {ーティシヨン- 

(* 巧視バーティシヨン 广 をI頁域 

ロ サイズおを 

MB (4095 〜999999 MB) 

广既巧の J {ーティシヨン 
ロファイルシステムを NTFS へを換 



[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 

区エック I 



使用者名と会社名を日本語で設をする場合は、 ExpressPicnic で設をしてくださ 
い。シームレスセットアップ中に日本語で入力することはできません。ただし、 
シームレスセットアップを使ったインストールを完了後、ログオンのときに表 
示されるポップアップ画面で再入力し直すことができます。 


8. [セットアップパラメータ FD] チェックボックスがオンになっていることを 確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアップ情報のファイル名を入力する。 



9.1.44 M 巨でフオーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 

「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003をインス I ルするときに使用します。ラベルを貼り大切に保管してください。 



• 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は、 
ExpressPicnic ウインドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくだ 
さい。詳しくはヘルプを参照してください。 
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ンのインス I ル 


rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインスI 
ルする場合は、下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


wO 追加でインス!ルずるアプリケーシヨンは、シームレスセットアップに対応 
している必要びありまず。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （1 目2ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 


✓ [キャンセル]をクリックすると人力した内容が消えてしまいます。 
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日.[アプリケーションの設定]が表示されたら、[追加アプリケーションのインス!-一 
ル]にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定]ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 M 巨でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
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大容量記憶装置ドライパのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -一 
ルする場合は、 W 下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （1 目2ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 


[キャンセル]をクリックすると人力した内容が消えてしまいます。 

区エック I 
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日.[アプリケーシヨンの設定]が表示されたら、扶容量記憶装置用日 EM-FD の適用] 
にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定」ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 M 巨でフォー マッ ト済みのフ □ッ ピーディスクをフ □ッ ピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
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大量インス I ル 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指をし、マシンごとに変更する必要のあるパラメー 
夕のみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （1 目2ぺージ参照)。 

2. [オプション]メニューの[大量インス!ルのアシスト]をクリックする。 



3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示され 
ます。 

4. [追加]をクリックする。 
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日.ベースとなるセツトアップ情報ファイルから変更するパラメータを設定する。 



目.[日のをクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [FD 作成]をクリックする。 

選択したファイルをのセットアップパラメータ FD を作成します。 
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本体用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインス I -ールの方まじついて簡単に説 
明します。詳細はオンラインド羊ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent (Windows 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 

シヨンです。 

EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたいミ主意事項とインストール 
の手順を説明します。 



運用上のを意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内の才 
ンラインドキュメント 「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレー 
シヨンガイド」 に記載しています。ご覧ください。 


インス I ル前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象 OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニュー 
から起動する r ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13前96「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変 
要した場合は、 ESMPRO / ServerManageiigi ] で新しく設定:したコミュニティをと同じを 
前を入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）のインス!ルは添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - 
ROM を使用します。本装置の 0 S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから[ソフト 
ウェアのセットアップ]- [ ESMPRO ] - [ ESMPRO / ServerAgent ] の順にクリックして 
ください。じ(降はダイア□グボックス中のメッセージじ従ってインストールしてください。 



wrO 管理ち権限のあるアカウント ( administrator ) でシステムに□グインしてく 
■to ださい。 


ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコンピュー 
夕からは起動しないで<ださい。 



アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセー 
ジが表示されます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 
メッセージに従って処理してください。 
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インス I -ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインストー 
ルされている ことを磕認してく ださい。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）の監視ヴービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインストールし直してください。 
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Web-based Promise Array Manager 


Web-based Promise Array Manage 「( JU 下 WebPAM と略記します)は、 N 8103 -89 の RAD シ 
ステムの監視•管理を行うアプリケーションです。 WebPAM を使用することで、システム運 
用中のアレイ保守やイベント監視による通報を行うことができます。 

WebPAM のインストールおよび操作方まについては、添付の 「 EXPRESS 巨 ULDERJCD-ROM 
内のオンラインド羊ユメント 「 Web-based Promise Array Manager ユーザーズガイド」を参 
照してください。この説明書には運用にあたってを意すべきことも掲載しています。運用開始 
前に必ずお読みください。 

カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に WebPAM があらかじめインストールされている場合があります。 
この場合、この他に Internet Explorer の設をや通報監視についての設をなどが必要な場合があ 
ります。 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM 内のオンラインド羊ユメント 「 Web-based Promise 
Array Manager ユーザーズガイド」の付録を参照し、設をしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

WebPAM は添付の 「 EXPRESSBULDER 」 に収められている自動インストールツール「シー 
ムレスセッ トアップ」を使ってインストールできます。シームレスセットアップを開始すると、 
アプリケーシヨンを設をするダイア□グボックスが表示されます。ここで 「 Web-based 
Promise Array Managed を選択してください。 

Internet Explorer の設をや通報監視についての設をなどが別途必要な場合があります。 
「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM 内のオンラインド羊ュメント 「 Web-based Promise Array 
Manager ユーザーズガイド」の付録を参照し、設定してください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動で WebPAM をインストールする場合は rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM 内のオンライン 
ド车ュメント rWeb-based Promise Array Manager ユーザーズガイド」を参照してください。 
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Adaptec Storage Manager™ 


Adaptec Storage Manage「™(W 下 ASM と略記します）は装置に標準装備された ZCR/ 
Adaptec HostRAID ディスクアレイシステムの監視-管理を行うユーティリティです。 ASM 
を使用することで、システム運用中の前記ディスクアレイシステムの保守やイベント監視じよ 
る通報を行うことができます。 

ASM のインスI -- ルおよび操作方まについては、添付の EXPRESS 巨 ULDER CD-ROM 内の才 
ンラインド羊ュメント 「Adaptec Storage Manage '^ ユーザーズ ガイド」を参照してくださ 
し^。この説明書には運用にあたってミ主意すべきことも掲載しています。運用開始前に必ずお読 
みください。 

シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Adaptec Storage Manager ™ は添付の fEXPRESSBULDERJ に収められている自動イン 
ストール、ソール r シームレスセットアップ」を使ってインスI'''ールできます。シームレスセット 
アップを開始すると、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが表示されます。 
ここで rAdaptec Storage Manager」 を選択してください。 

通報監視じついての設をなどが別途必要な場合があります。 

「EXPRESS 目 ULDERJCD-ROM 内のオンラインド羊ュメント 「Adaptec Storage Manager™ 
ユーザーズガイド」の付録を参照し、設をしてください。 
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エクスプレス通報ヴービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムじ発生する障害情報（予防保守情 
報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作する 
システム監視サービス （DMtOOL) を連携させることでシステムを安をに稼働させることが 
できる、クライアント/サーバ型の保守サービス （PC 通報連携機能）を提供しています。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインスI'''ールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効じなっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報サー 
ビスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効徽ま EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインド羊ュメント「エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照して設を 
してください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、 W 下の契約等が必要となりますので、あらかじ 
め準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスを有効にずる操作 

次の手順で購入時にインストール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コント□-ルパネル]の忙 SMPR 日 ServerA 呂 ent] を選択する。 

2. [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設をツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 
[エクスプレス 通報 サービスセットアップユーティリティ] が起動します。 

通報開局 FD をフ□ッピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 
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手動インストール（新規インストール） 

手動でインストールする場合は、 W 下の説明を参考にしてインストールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

八ードゥェア 

• メモリ 

18.0 M 目 W 上 

• 八ードディスクドライブの空き容量 
30.0 MBJU 上 

参 メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウエア 

• 添付の 「 EXPRESS 目 ULDER」CD-ROM 内の ESMPRO/ServerAgent 

• 上記、 ESMPRO/ServerAgent がサポートする 0S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に t (下の環境が必要です。 
ESMPRO/ServerManager* 十 ESMPRO/AlertManager Ve「.3.4J：i 降 

* 監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO/ServerAgent のパージョ 
ンじ(上を使用してください。 

(例)監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO/ServerAgent のパー 
ジョン 3.8 の場合、パージョンが上の ESMPRO/Se「ve「Manage「が必要です。 


セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスのセットアップじついては、「オンラインド羊ュメント」を参照し 
てください。 
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PC 通報連携機能 

PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守セ 
ンターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアントの障 
害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインド丰ュメント」を参照してください。 
また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守サー 
ビス会社にお問い合わせください。 
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ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


目 TO (ビルド•トウ•才ーダー)でインストールされる ESMPRO/UPSController Ver .2.1 に 
ついて説明します。 




ビルド.トゥ.才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才一 
ダーされたソフトウェアです。 なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていませ 

ん。 


インス I ル済みの ESMPRO/UPSController のセットアップ 

出)荷時に 「 ESMPRO / UPSController 」 がインス! -- ル済みの場合がありますが、設を値はデ 
フォルト値のままになっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


ESMPRO/UPSController ヴービス （ SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコント□-ルマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、 [ SPOC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント □— 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分 t (上経過してから次の方まで動作を確認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

• 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で ESMPRO / UPSController が正常に起動していること 
を磕認してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2. [イベントビューア]のメニューバーからにグ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が 「 SP 日 C-I Service 」 のも 
のを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

[異常] UPS 通信 エラー （無応答） 

このイベントが存在した場合、この後の「設を変更」を参照して ESMPRO / 
UPSController の設定:を変更してください。 
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• 確認2 ESMPRO/UPSController の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを確 
認してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム] 一 [ESMPR 日 -UPSController] — 
[UPSController 巧-':/、'ヤ]を起動する。 

起動方まの詳細は、別冊の ESMPRO / UPSController の「セッ ト アップカード」を参 
照してください。 

2. [UPSControlle 「巧-グヤ]のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されて 
いることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値（ V )」、「商用最大電圧の値（ V )」、「商用最ル電 
圧の値（ V )」、「負荷容量の値（％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値（ V )」、「商用最大電圧の値（ V )」、「商用最ル電 
圧の値（ V )」、「負荷容量の値（％)」等が表示されない。 

この後の r 設を変更」を参照して ESMPRO / UPSController の設をを変更してくださ 
い。 


設定変更 


r 動作確認」の「確認1」、または「確認2」で「異常」だった場合は、次の設定内容を確認し 
て設をを変更してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム] 一 [ESMPR 日 -UPSController] — 
[UPSController 巧-グャ]を起動する。 

起動方まの詳細は、別冊の ESMPRO / UPSController の「セッ ト アップカード」を参 
照してください。 

2. [UPSController 7ネ-シ''巾]のメニューバーより、驗赶-[動作環境の設定]を選 
択し、下記の設定画面を表示し、各設定内容を確認する。 



AutomaticRunningController 
と連携して使用ずる場合に 
「する」を設定する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行う COM ポート番号を正 
しく設定する。 


使用する UPS を正しく設定 
ずる。 


SNHP エージェ >;h f 巧巧ぶい广做ずを 


シけげウン*阿,- 

M シけトガ也な 巧御： 厂ゎ 

イタ>卜=1了ン円 A ちさ〇サ巧 IB ; 厂ぉ 
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3. 正しく設定した後、 [ UPSController 巧-':/''巾]のメニューバーより、[ファイル] 
-[上書さ保存]を選択し、設定を保存する。 

4. [コント□ールパネル]の[サービス]を開き、 [ SP 日 C-I Service ] を再起動す 
る。 

日.179ページの動作確認をする。 


新規インス I -ール 

ESMPRO/UPSController Ver .2.1 を新規にインストールする手順を説明します。 


ESMPRO/UPSController のアンインス I — ル 

現在インストールされている ESMPRO / UPSController をアンインストールしてくださし^。 
ESMPRO / UPSController のアンインストールは、 「 ExpressServerStartup 」 の CD - ROM と 
「 ESMPRO/UPSController Ver .2.1( UL 1047-401)」の Key-FD (羊ーディスク）を使ってア 
ンインストールしてください。 

ESMPRO/UPSController のアンインストールじついての詳細は、別冊の ESMPR 0/ 
UPSController の「セットアップカード」を参照してください。アンインストール後は、必ず 
コンピュータを再起動してください。 


インス I ル 

ESMPRO/UPSController のインストールは、 「 ExpressServerStartup 」 の CD-ROM と 
「 ESMPRO/UPSController Ver .2.1( UL 1047-401)」の Key-FD (羊ーディスク）を使ってイ 
ンストールしてください。 

ESMPRO / UPSController のインストールについての詳總ま、別冊の ESMPRO/UPSController 
の「セットアップカード」を参照してください。 


アップデートインストール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators □—カルグループに所属するユーザーで□グオンする。 

2. 安全のために、必要最小限のアプリケーション （ Server サービスなど）を除くア 
プリケーションを終了する。 

3. 「スタートメニュー」一「設定」一「コント□ールパネル」一「ヴービス」で次の 
サービスを停止す る。 

SP 0 C-I Service 
ESMPRO/ARC Service 
SNMP Service 

4. に xpressServerSta け up 」 の CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブに、 「 ESMPR 日/ 
UPSController Ver 2.1 ( ULl 日 47-4 日 1)」 の Key-FD (キーディスク）をフ 
□ッピーディスクドライブにセットする。 

己. 「 ExpressServerSta け up 」 CD - R 日 M の中にある 「 SETUP . EXE 」 を起動する。 

ESMPRO / UPSController のアップデートが開始されます。 
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6. アップデート完了後、システムを再起動する。 

7. 再起動後、 ESMPR 日/ UPSController マネージャを起動し、 ESMPR 日/ 
UPSController のバージョンを確認する。 

ESMPRO/UPSController Version 2.1 

JU 上でアップデートは終了です。 
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PowerChute plus Ver ■ 已 ■ 11 J/ 已 .2 J 


目 TO (ビルド-トウ-才ーダー)でインストールされる PowerChute 戶 /las Ve 「.5.1 1 J /5.2 J に 
ついて説明します。 




ビルド.トゥ.才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才一 
ダーされたソフトウェアです。 なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていませ 

ん。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

出!荷時に 「PowerChute plus ] がインストール済みの場合があります。ただし 、 PowerChute 
P/LAS はデフォルト値の状態でインス I -ールされています。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute p/us ヴービス （ UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 

[コント 日ールパネル]のけービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChutep / L / sService ] を開 
始してください。すでに [ UPS-APC PowerChutep / L/s Service ] が開始されている場合はそ 
のままでかまいません。 [コント □ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC Pow が Chute 戶 /us Service が起動後、約1分 W 上経過してから次の方まで動作を磕 
認します。 

動作確認は、「確認1」、「確認2」の両方とも行ってください。「確認1」、「確認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の「設定変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

参確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で PowerChute p/las が正常に起動していることを磕認 
してください。 

1. [イベントビューア]を起動する。 

2. [イベントビューア]のメニューバーから[□グ ] を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中から[ソース]名が 「 UPS 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、(下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

[異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントが存在した場合、この後の「設を変更」を参照して PowerChute plus 
の設をを変更してください。 
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• 確認2 PowerChute p / as の GUI による確認 

「確認1」で「正常」を確認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていること 
を確認してください。 

1. [スタート]メニユーの[プ□グラム]- [ Power € hutePLUS ] - 
[ Power € hutePLUS ] を起動する。 

起動方法の詳細は PowerChute plus の 「インストールガイド」を参照してください。 

2. [ Pow が ChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されている 
ことを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの rups 化力」、「最小電圧」、「最大電圧 」、 rups 
温度」、「化力周波数」などが表示される。 

[異常] UPS 情報の rups 化力」、「最小電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「化力周 
波数」などがグレーアウトで表示されている。 

この後の「設を変更」を参照して PowerChute /3/ L/s の設をを変更してください。 


設定変更 

「動作確認」の「確認1」、または「確認2」で「異常」だった場合は、次の設を内容を磕認し 
て設をを変更してください。 

1. [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ Power € hutePLUS ] - 
[ PowerChutePLUS ] を起動する。 

起動方まの詳細は、 PowerChute /3/ las の「オンラインヘルプ」、または PowerChute 
p / us に添付の「ユーザーズガイド」を参照してください。 

2. [ Power € hutePLUS ] のメニューバーより、[構励-[通信パラメータ]を選 
択し、下記の設定画面を表示し、各設定内容を確認する。 


通信シグナルが〔スマー 
トシグナリング]であ 
ることを確認する。 



コンピュータと UPS の通 
信を行う COM ポート番号 
を正しく設定する。 


3. 正しく設定した後、 [0 K ] をクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューノく一 
より、 [システム]-[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択 
する。 

4. 183ページの動作確認をする。 
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新規インス I -ール 

PowerChute 戶 /LAS の新規インストール（再インストール）については 、 PowerChute /^/las に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 



186 管理 PC 用バンドルソフトウェア 


管理 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウエアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインス I ルされたコンピユータをネ、ソトワーク上の管理 PC から 
監視•管理するには、本体にバンドルされている ESMPRO / Serv す Manager をお使いくださし^。 
管理 PC へのインストール方まや設をの詳細についてはオンラインド车ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 




ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / ServerManager インスト レーシヨ ン 
ガイド」を参照してください。 






